
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

昭し
ょ
う

和わ

 1940年
ねん

はおいわいの記
き

念
ねん

行
ぎょう

事
じ

としてオリンピックも予
よ

定
てい

していたが、万
ばん

博
ぱく

と同
おな

じ理
り

由
ゆう

で中
ちゅう

止
し

となった。

戦
せん

争
そう

に向
む

かって
社
しゃ

会
かい

は一
いっ

気
き

に戦
せん

争
そう

の雰
ふん

囲
い

気
き

となっていった。人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

も戦
せん

争
そう

とむすびつけられ、とにかく質
しっ

素
そ

、倹
けん

約
やく

がさけば
れた。経

けい

済
ざい

の面
めん

でも、軍
ぐん

需
じゅ

品
ひん

の生
せい

産
さん

が優
ゆう

先
せん

的
てき

に行
おこな

われ、
生
せい

活
かつ

用
よう

品
ひん

や食
た

べものまでも制
せい

約
やく

されていた。

まぼろしの万
ばん

博
ぱく

と勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

現
げん

在
ざい

ではさまざまな国
くに

で開
ひら

かれている万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

。
日
に

本
ほん

では1970（昭
しょう

和
わ

45）年
ねん

に大
おお

阪
さか

で開
かい

催
さい

したのが最
さい

初
しょ

だが、
それよりも30年

ねん

も前
まえ

に、晴
はる

海
み

で万
ばん

博
ぱく

が予
よ

定
てい

されていた。
勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

は、万
ばん

博
ぱく

のことも考
かんが

えて建
けん

設
せつ

されたのだった。

＜お祝
いわ

いと戦
せん

争
そう

＞
日
に

本
ほん

でいちばんはじめの天
てん

皇
のう

といわれる神
じん

武
む

天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

して、ちょうど
2600年

ねん

にあたる1940（昭
しょう

和
わ

15）年
ねん

に、そのお祝
いわ

いの行
ぎょう

事
じ

として国
こく

際
さい

万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

が晴
はる

海
み

で行
おこな

われることになった。そもそも晴
はる

海
み

は万
ばん

博
ぱく

のためにつ
くられたわけではなく、港

こう

湾
わん

施
し

設
せつ

建
けん

設
せつ

のためのものだったが、その後
ご

の
開
かい

発
はつ

がなかなか進
すす

まなかったため、会
かい

場
じょう

として計
けい

画
かく

された。

万
ばん

博
ぱく

へとつなぐ橋
はし

月
つき

島
しま

は明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

から埋
う

め立
た

てがはじまり、工
こう

場
じょう

地
ち

帯
たい

へと発
はっ

展
てん

してい
ったが、交

こう

通
つう

が不
ふ

便
べん

だった。銀
ぎん

座
ざ

、築
つき

地
じ

から月
つき

島
しま

へ行
い

く人
ひと

は、渡
わた

し
船
ぶね

の「佃
つくだ

の渡
わた

し」や「月
つき

島
しま

の渡
わた

し」を利
り

用
よう

するしかなかった。日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

（→p.100）の勝
しょう

利
り

を記
き

念
ねん

してもう１つの渡
わた

し船
ぶね

「勝
かち

鬨
どき

の渡
わた

し」ができ
たが（→p.101）、荷

に

物
もつ

を運
はこ

ぶには不
ふ

便
べん

で、橋
はし

がつくられることにな
った。1940（昭

しょう

和
わ

15）年
ねん

6月
がつ

に完
かん

成
せい

し、名
な

前
まえ

はそのまま「勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

」と
名
な

づけられ、渡
わた

し船
ぶね

はなくなった。大
おお

型
がた

船
せん

を通
とお

すため橋
はし

が上
あ

がるし
くみになっていることから、「はね橋

ばし

」ともよばれた。

結
けっ

局
きょく

、中
ちゅう

止
し

に……
1937（昭

しょう

和
わ

12）年
ねん

に日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

がはじまり、日
に

本
ほん

とアメリカも対
たい

立
りつ

する
ようになり、世

せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

を集
あつ

める万
ばん

博
ぱく

を開
ひら

く状
じょう

況
きょう

ではなくなった。そ
のため1938（昭

しょう

和
わ

13）年
ねん

7月
がつ

に万
ばん

博
ぱく

の中
ちゅう

止
し

が決
けっ

定
てい

され、会
かい

場
じょう

の建
けん

設
せつ

も中
ちゅう

止
し

になっ
た。万

ばん

博
ぱく

事
じ

務
む

局
きょく

の建
たて

物
もの

だけは完
かん

成
せい

し、の
ちに陸

りく

軍
ぐん

病
びょう

院
いん

として使
つか

われた。

月
つき

島
しま

の埋
う

め立
た

て
1931（昭

しょう

和
わ

6）年
ねん

に完
かん

成
せい

した月
つき

島
しま

4号
ごう

地
ち

。東
とう

京
きょう

市
し

庁
ちょう

舎
しゃ

や建
けん

国
こく

記
き

念
ねん

館
かん

が建
た

てられる予
よ

定
てい

だった。

「ぜいたくは敵
てき

だ」というプラカードを
持
も

つ女
じょ

性
せい

。

1933（昭
しょう

和
わ

8）年
ねん

に建
けん

設
せつ

がはじまった。

橋
はし

の上
うえ

は、 人
ひと

や車
くるま

だけでなく、
都
と

電
でん

も走
はし

った。

多
おお

いときで1日
にち

に5回
かい

開
ひら

くこともあった。
わざわざ見

み

に来
く

る人
ひと

もいて、東
とう

京
きょう

名
めい

物
ぶつ

になっていた。

なんでも
がまんなんて、
たえられないな。

開
ひら

いているところ、
見
み

てみたいな。

完
かん

成
せい

予
よ

定
てい

のもけい
もつくられた。

抽
ちゅう

選
せん

券
けん

つきの入
にゅう

場
じょう

券
けん

。
12枚

まい

つづりで10円
えん

。

万
ばん

博
ぱく

のための会
かい

報
ほう

誌
し

も発
はっ

行
こう

された。

万
ばん

博
ぱく

のために用
よう

意
い

されたポスター。

『日
に

本
ほん

万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

概
がい

要
よう

』に掲
けい

載
さい

された完
かん

成
せい

予
よ

定
てい

図
ず

。4号
ごう

地
ち

は晴
はる

海
み

、5号
ごう

地
ち

は豊
とよ

洲
す

（江
こう

東
とう

区
く

）の会
かい

場
じょう

。

大
たい

正
しょう

期
き

の月
つき

島
しま

万
ばん

博
ぱく

が予
よ

定
てい

されていたときの月
つき

島
しま

万
ばん

博
ぱく

事
じ

務
む

局
きょく

棟
とう

。今
いま

の晴
はる

海
み

中
ちゅう

学
がく

の辺
あた

りに建
た

てられた。
その後

ご

戦
せん

争
そう

で、どうなったかわかっていない。

 万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

は、世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

の産
さん

業
ぎょう

や文
ぶん

化
か

を紹
しょう

介
かい

するために行
おこな

われる国
こく

際
さい

的
てき

な展
てん

示
じ

会
かい

で、1851年
ねん

ロンドンで最
さい

初
しょ

に開
ひら

かれた。

埋
う

め立
た

て5号
ごう

地
ち

埋
う

め立
た

て4号
ごう

地
ち

月
つき

島
しま

江
こう

東
とう

区
く

戦
せん
争
そう
で大

たい
変
へん
なときに

万
ばん
博
ぱく
どころではないぞ！

この入
にゅう

場
じょう

券
けん

は、
大
おお

阪
さか

万
ばん

博
ぱく

（1970年
ねん

）、
愛
あい

知
ち

万
ばん

博
ぱく

（2005年
ねん

）で
使
つか

えたんだって！

日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

とは？
日
に

本
ほん

は中
ちゅう

国
ごく

に満
まん

州
しゅう

国
こく

をつくったあとも、中
ちゅう

国
ごく

大
たい

陸
りく

での勢
せい

力
りょく

を保
たも

と
うとした。さらに日

に

本
ほん

はドイツ、イタリアと協
きょう

定
てい

を結
むす

び、中
ちゅう

国
ごく

の
ような共

きょう

産
さん

主
しゅ

義
ぎ

の拡
かく

大
だい

をふせぐ条
じょう

約
やく

を結
むす

んだ。1937（昭
しょう

和
わ

12）
年
ねん

、ついに日
に

本
ほん

は中
ちゅう

国
ごく

へのこうげきをはじめ、戦
せん

争
そう

へとつ入
にゅう

して
いった。アメリカ、イギリスなどは中

ちゅう

国
ごく

を援
えん

助
じょ

し、戦
せん

争
そう

は長
なが

びき、
そのまま太

たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

（→p.118）へと進
すす

んでいくことになる。

1937年
ねん

（昭
しょう

和
わ

12）年
ねん

７月
がつ

７
な の か

日、 盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

（中
ちゅう

国
ごく

・北
ペ

京
キン

郊
こう

外
がい

）近
ちか

くで夜
や

間
かん

訓
くん

練
れん

をして
いた日

に

本
ほん

軍
ぐん

が中
ちゅう

国
ごく

軍
ぐん

のこうげきを受
う

け、
日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

となった。
写
しゃ

真
しん

は、盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

を渡
わた

る日
に

本
ほん

軍
ぐん

。

開
あ

かずの橋
はし

となった

勝
かち

鬨
どき

橋
ばし

ができたことから、月
つき

島
しま

、晴
はる

海
み

への交
こう

通
つう

量
りょう

が
ぐっと増

ふ

えた。船
ふね

が通
とお

るたびに橋
はし

の交
こう

通
つう

が止
と

まって
しまうため、交

こう

通
つう

じゅうたいが起
お

こるようになった。
ついに1970（昭

しょう

和
わ

45）年
ねん

で橋
はし

の開
かい

閉
へい

は中
ちゅう

止
し

となった。

1962（昭
しょう

和
わ

37）
年
ねん

の橋
はし

のようす。
ものすごい車

くるま

の量
りょう

だ。

港
区

み
な
と 
く

佃

築地

銀座
ぎん ざ

勝どき

←勝鬨橋
かちどき ばし

晴海

つき じ

はる み

かち

つくだ

佃
つくだ

島
じま

朝
あさ

潮
しお

橋
ばし

黎
れい

明
めい

橋
ばし

東
とう

京
きょう

市
し

庁
ちょう

舎
しゃ

予
よ

定
てい

地
ち

陸
りく

軍
ぐん

病
びょう

院
いん

（万
ばん

博
ぱく

事
じ

務
む

局
きょく

）

建
けん

国
こく

記
き

念
ねん

館
かん

予
よ

定
てい

地
ち

月
つき

  島
しま

1号
ごう

地
ち

3号
ごう

地
ち

4号
ごう

地
ち

2号
ごう

地
ち
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